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Abstract We proposed a method of investigating a research trend from bibliographic database using data mining
techniques. This method contains, constructing a bibliographic database with XML+RDB system from document
bibliography information, applying text mining techniques to the constructed database to extract keywords from
paper title and chapter title, and analysing research trend using keywords from bibliographic database and extracted
keywords from titles. To verify our proposed method, we applied it to the field related to chaos and nonlinear.
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インタフェース部分は Java の Servletで構築する。Servlet























データベースへの入力する書誌情報は、Dublin Core の 15
elements、電子情報通信学会 研究会データベース、国立情報学
研究所 学会発表データベース、BiBTeXなどを参考にして決定
した。入出力に合わせ、RDF (Resource Description Frame-
work) により記述した。RDFとは、メタデータなどのリソー
スの相互関係を記述するための規格の１つである。
2. 1 Doblin Core
文献書誌情報を検討する際、特に Doblin Core のメタデー
タセットを参考にした。Dublin Coreのメタデータセットはリ
ソースを記述するメタデータとして、15 要素が提案されてい
る。 [2] （表 1参照）




































































使わずに、tf · idf を用いることもできる。これは、以下の式で
定義される。






tf · idf 法を用いることにより、多数の文章に多く含まれる
一般的なキーワードの重要度を下げ、特定の文章中に多く含ま
れるキーワードの重要度をあげることができる。































































は Dublin Core を参考に決定した。データベースの入出力は
Servletを用いて実装した。データとして、電子情報通信学会






























































表 4 頻度解析による結果（上位 20）
tf.idf keyword tf.idf keyword
418.26 カオス 96.79 カオス制御
301.57 ニューラルネットワーク 87.49 セルラーニューラルネットワーク
263.04 分岐 81.06 精度保証付き数値計算
140.88 ヒステリシス 81.06 区間解析
127.94 分岐現象 78.80 対称性
126.29 結合発振器 74.42 カオスの制御
116.36 非線形回路 71.01 非線形
105.70 同期 71.01 巡回セールスマン問題
102.77 同期現象 71.01 学習
99.80 連想記憶 67.54 制御
連続名詞の頻度解析による結果を表 5に示す。ほぼ、頻度解
析による結果と同じような結果になっている。
表 5 連続名詞頻度解析による結果（上位 20）
tf.idf keyword tf.idf keyword
453.91 カオス 126.29 フラクタル
326.18 ニューラルネットワーク 116.36 非線形回路
309.33 分岐 108.60 回路
174.75 方程式 102.77 同期現象
146.50 発振器 99.80 連想記憶
143.39 制御 99.80 非線形
140.88 ヒステリシス 96.79 カオス制御
135.78 分岐現象 95.82 モデル
127.94 同期 94.75 ニューラルネット
126.29 結合発振器 94.75 ダイナミクス
N-グラムに関して、単語をベースに 1-gram,2-gram.3-gram
















表 6 N-グラム解析による結果（上位 20）
tf.idf keyword tf.idf keyword
453.91 カオス 126.29 フラクタル
326.18 ニューラルネットワーク 121.91 カオスの
309.33 分岐 116.36 非線形回路
174.75 方程式 108.60 回路
146.50 発振器 102.77 同期現象
143.39 制御 99.80 連想記憶
140.88 ヒステリシス 99.80 非線形
135.78 分岐現象 96.79 カオス制御
127.94 同期 95.82 モデル
126.29 結合発振器 94.75 ニューラルネット
表 7 章タイトルからの頻度解析による結果（上位 20）
tf.idf keyword tf.idf keyword
313.41 シミュレーション結果 136.35 基礎方程式
305.98 シミュレーション 130.90 アルゴリズム
298.14 解析結果 121.82 基本方程式
238.76 実験結果 116.29 実験方法
231.66 回路モデル 106.71 問題の記述
186.26 数値例 106.71 解析
182.38 解析方法 99.43 応用例
179.68 回路方程式 98.41 circuit model
165.71 モデル 95.72 ポアンカレ写像
137.49 数値実験 94.70 実験
表 8 抽出キーワードを含んだ頻度解析による結果（上位 20）
tf.idf keyword tf.idf keyword
562.61 chaos 235.33 回路モデル
558.11 カオス 191.78 synchronization
379.32 ニューラルネットワーク 188.11 分岐現象
367.21 bifurcation 187.08 数値例
327.86 分岐 184.19 neural networks
316.18 シミュレーション 183.37 回路方程式
315.07 シミュレーション結果 183.18 解析方法
299.69 解析結果 178.58 モデル
294.54 neural network 174.39 hysteresis
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